
 

 

  

              東日本大震災から早くも４ヵ月が経過しましたが、テレビや新聞では、大震災の残したあまりにも    
             大きな爪痕が、今も連日のように報じられております。震災の後、国の内外から数々の医療支援団体  
             が被災地に入り、医療支援活動を展開しておりますが、昭和大学におきましても大学単位、病院単位 
             などで多数の医療支援チームが結成され、活発な支援活動を展開して参りました。今回は、６月初旬  
             に当院皮膚科の杉山美紀子助教が参加いたしました日本皮膚科学会による医療支援活動につきまし 
             て、その活動内容を報告させていただきます。 
              日本皮膚科学会では、大震災の後、昭和大学医学部皮膚科の飯島正文教授（現・日本皮膚科学会理  
             事長）を本部長とする「日本皮膚科学会東日本大震災対策本部」が設立され、同本部の指揮の下に1 
             チーム4人編成の皮膚科医師チームが第1陣から第8陣まで8組結成されました。各組が1週ごとに被災 
             地（主に宮城県の気仙沼、石巻、女川地区)に派遣され、4月20日から6月11日まで計8週間にわたって 
             現地にて皮膚科医療支援活動を展開いたしました。杉山助教はその第7陣に参加し、6月1日(水)から6 
             月4日(土)まで、宮城県の被災地にて医療活動を行って参りました。以下に、杉山助教からの報告文 
             をそのまま掲載させていただきます。 
             東日本大震災が発生した３月11日以降、テレビなどの報道で現地の様子を知るにつれ、自分が皮膚 
            科医として何かできることはないのかと考えておりました。そんな折、４月中旬に日本皮膚科学会か    
            ら会員宛のメールを受け取りました。そのメールは、被災された方々に対し復旧、復興の支援を行う  
            ため、自主的な意思でボランティア診療に参加する皮膚科医を募集しているという内容のものでした。  
            そのような機会があるならば是非参加したいと思い、皮膚科責任者の宋医師に相談したところ、即日  
            快諾を得ることができました。応募後に、実は募集人数以上の皮膚科医が応募していたことを知りま 

             したが、私は幸運にも参加の許可をいただくことができ、第７陣として６月1日〜４日（移動期間２        
             日間を含む）の期間で宮城県へ派遣されることとなりました。診療活動に必要な薬剤、機材等は、日  
             本皮膚科学会により準備されておりました。自分の属する第７陣のメンバーは国立大学の名誉教授を     
             含む経験豊かな先生方でした。今回、仙台市を拠点とし、東北大学の先生方に案内されて南三陸町、  
             石巻市、女川町方面への移動診療を行いました。以下に実際の活動内容を記させていただきます。 
             第１日目 ６月２日（木）：①南三陸町の在宅の患者様の訪問診療および②石巻市の避難所での要

介護の方々の診療を行いました。南三陸町では町内の公立志津川病院に訪問看護ステーションが併設されておりましたが、津波で
被災したため、日本皮膚科学会ボランティア医師が地域の各家庭へ訪問して医療支援を行っている状況でした。移動中に公立志津
川病院に立ち寄り、被害を受けた建物を目のあたりにしました。５階建てのビルは４階までが津波で壊滅的損傷を受け、近くの地
面には病院の備品らしき消毒瓶や軟膏などが転がっておりました。この病院では診療を再開するためイスラエルからの協力を得て
別の場所に仮設の診療所を立ち上げているところでした。石巻市の避難所では訪問看護等の介護医療のサポートを要する方々を集
めて、地域の訪問看護サービスが復興するまでの医療支援を行っておりました。動けない患者様の診察を行う際には看護師たちが
周囲に段ボールの囲い作って支え持ち、患者様のプライバシーを守りつつ診療が行われておりました。 
第２日目 ６月３日（金）：③石巻市の小学校の避難所、④同市市立病院に併設された老人ホーム、および⑤女川町の避難所で

の診療を行いました。石巻市の小学校の避難所は石巻漁港に近く、津波の被害を特に大きく受けた地域でした。 基幹病院が被災し
損壊したため慢性疾患の患者様の診察が必要とされておりました。市立病院併設の老人ホームでは震災後の長時間停電を契機に褥
創（床ずれ）が発症もしくは悪化してしまった高齢者の方々を中心に診察を行いました。また、女川町の避難所では、日中の避難
所滞在者の減少に伴って、受診患者様も減少傾向にあり、10歳以下の小児と60歳以上の高齢の方々が、受診患者様の中心でした。  
今回、４名の皮膚科医で前述の①～⑤５箇所の避難所・施設を巡回し、計44名の診療を行いました。避難所も徐々にですが縮小

傾向にあり、避難者も日中に避難所を離れて働いているためか、震災後月日の経過とともに、受診患者様の多くは次第に小児と高
齢者になってきたということでした。２日間という短い期間でしたが、全体的な印象として、高齢の患者様ではやはり褥瘡（床ず
れ）が多く、また小児ではアトピー性皮膚炎、ざ瘡（ニキビ）、成人では湿疹や乾癬などの慢性疾患の患者様が多く見受けられた
ように思います。今回、緊急を要する患者様を診察する機会はあまりありませんでしたが、慢性疾患の患者様で避難生活のために
かかりつけ医を失ってしまった方々の今後の継続診療をどのように行うかが課題であると考えました。 
以上が、杉山助教からの医療支援活動報告です。杉山医師不在の間、当院の皮膚科受診患者様には御迷惑をおかけ申し上げまし

たが、上記に述べました事情に免じまして、お許しをいただければ幸いと存じます。皮膚科では、日々患者様に御満足いただける
ような日常診療を行いながら、今後また今回のような非常の事態が生じました際には、社会のお役に立てるような活動にも是非参
加させていただきたいと考えております。以上、当科の杉山医師が６月に参加いたしました東日本大震災後の医療支援活動につき
まして、今回御報告させていただきました。 
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『 皮膚科における東日本大震災後医療支援活動報告』       

昭和大学では今回の東日本大震災に際して、特に被害の大きかった岩

手県山田町の医療支援を行うため、昭和大学医療救援隊を団結し３月

１５日から約１か月間医療支援を行いました。当院からも２２名の医

療従事者が参加しました。 

その活動報告の一部を掲載いたします。 

 

編集後記 
この「病院だより」がお手元に届くころには、梅雨も明けて猛
暑の日々が続いていることと思います。今夏のテーマは、どの
ご家庭でも企業でも「節電」ではないでしょうか。私ども医療
機関においては、適切な医療提供を行う使命のもと、政府主導
の電力使用規制は行われないこととなりました。しかし規制の
有無に関わらず、社会的義務として院内各所において節電対策
を行っています。特に、弱冷房(室温 28℃)やエレベーターの一
部運行停止など、来院する皆さんにもご迷惑をお掛けいたしま
すが、全国民が協力してこの未曽有の事態を乗り切るためにも、
ご理解とご協力のほどお願いいたします。 
巷では、節電のあまり熱中症が多く発生しているようです。私
ども病院スタッフはクールビズを実施中です。皆さんも来院時
はなるべく軽装でお越しください。また、しっかりと水分補給
をして、お互いに体調を崩さないよう今夏を乗り切りましょう。 
 

      管理課 増田 滋 
 
 
 

昭和大学では今回の東日本大震災に際して、特に被害の大きかった岩手県山田町の医療支援を

行うため、昭和大学医療救援隊を団結し３月１５日から約１か月間、延べ 107 名の医療従事者

が医療支援を行いました。当院からもさまざまな職種から 20 名が参加しました。 

その活動報告の一部を掲載いたします。 

 

被災地における昭和大学医療救援隊の活動 

  第 7 陣 感染対策室 感染管理認定看護師 日高絵美 

 

昭和大学は東日本大震災の発生を受け、『昭和大学医療救援隊』を結成しまし 

た。各附属病院から有志を募り、3 月 15 日（震災後 4 日目）第 1 陣が岩手県 

へ出発しました。4 月 16 日に第 7 陣が戻るまで学生を含む計 107 名が被災地 

へ赴き、当院からは 20 名が参加しました。活動場所となった岩手県下閉伊郡 

山田町では、1 階が津波で壊滅した病院の 2 階で診療を行うと同時に、複数の 

避難所や被災者の自宅を廻り訪問診療を行いました。多くは高血圧・感冒などの慢性疾患でしたが、自宅を津波で流

され薬を求めて診療所に来られる方、全壊した自宅の片付け中にガラス片で負傷した方、瓦礫撤去中に釘を踏み抜い

た警察官などにも対応しました。また町中で山積みになった瓦礫からは多量の粉塵が風で舞い、呼吸器症状や結膜炎

症状を訴える方も診療しました。 

私は第 7 陣の一員として、医療救援活動に参加しました。避難所になっている小学校に拠点を置いて寝泊りし、診療

を行いながら、継続治療を要する患者様の地域開業医への引き継ぎを行い、理学療法士中心に廃用症候群予防のリハ

ビリを実施しました。また、現地では数百名が避難する大規模避難所でインフルエンザが大流行しており、地域全体

に拡がる危険がありました。私は日頃、感染対策室に所属し感染管理を行っていますので、診療の合間をみて医師や

看護師、薬剤師と協力し、各避難所の衛生管理と感染症対策を確認して廻り、被災者の方々に感染対策講習会と手指

衛生・咳エチケットの指導を行いました。 

実際に被災者の方々と 1 週間生活を共にし、この震災の爪痕が想像以上に大きいことを痛感しました。「救援隊の姿を

見ると元気になる」と笑顔で言って下さった方、津波で亡くした夫への感謝の気持ちを泣きながら診療所で話された

方、「次に来た時は、沢山お土産持たせるから」と声をかけて下さった方、忘れられない方が沢山います。私達の活動

は一時期に過ぎませんが、それが山田町復興の一助となったこと、そして被災された全ての方に、平穏な日常が一日

も早く戻ることを、心から願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北部病院メンバー 

【第１陣】H23.3.15～H23.3.20     【第２陣】H23.3.19～H23.3.24     【第３陣】H23.3.23～H23.3.28 

 耳鼻咽喉科医師 洲崎勲夫       耳鼻咽喉科医師 門倉義幸       ７Ｂ病棟看護師 西洋子 

 ８Ａ病棟看護師 長澤彩子       呼吸器ｾﾝﾀｰ医師 鈴木浩介       救急病棟看護師 宮本千尋 

 産婦人科病棟助産師 金澤 美紀子   こどもｾﾝﾀｰ医師 大戸秀恭       薬局薬剤師 石井亜矢子 

 

【第４陣】H23.3.27～H23.4.1      【第５陣】H23.3.31～H23.4.4      【第７陣】H23.4.9～H23.4.16 

 呼吸器ｾﾝﾀｰ医師 堀内一哉       救急病棟看護師 跡部円        ﾒﾝﾀﾙｹｱｾﾝﾀｰ医師 菊池優 

 こどもｾﾝﾀｰ医師 渡邉太郎       ４Ｂ病棟看護師 安藤美奈子      感染対策室看護師 日高絵美 

 ＮＩＣＵ看護師 百瀬加名子                         薬局薬剤師 小泉史子 

 看護部助産師 太田千春 

 薬局薬剤師 石川唯美 

 医事課事務 羽田徳永 

被災地で診療を行う 

杉山助教（左） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 

【附属病院へ】                         【長期学外出張】 

 □米屋 泰右（整形外科）⇒ 藤が丘病院整形外科へ        □三澤 将史（消化器センター） 

                               □加藤 雅典（内科） 

                                 

                         

 

 

６月 

【配 置 転 換】  □森 悠一（消化器ｾﾝﾀｰ ⇒ 救急ｾﾝﾀｰ） 

 

【学外研修終了】 □吉田 典世（救急ｾﾝﾀｰ） □児玉 健太（消化器ｾﾝﾀｰ） 

 ６月２１日（火）１９時から中央棟会計前にて、小山田美貴さん（ピアノ）、近藤孝

憲（フルート・オカリナ）によるロビーコンサートが開催され、病院中が優しく美しい

音色に包まれました。最後の曲目を演奏後、ロビーからはアンコールの拍手が起こり予

定より１曲多く演奏していただきました。 

 

〈当日の曲目〉 

１）見上げてごらん夜の星を ２）涙そうそう ３）Fanstasie“On Wings of Song” 

「歌の翼」による幻想曲 ４）蘇州夜曲 ５）椰子の実 ６）ふるさと 

 

【新規採用】        前川 勝彦 

              （整形外科） 

               昭和大学 

                平成 16 年卒 

 

平成２３年７月１日現在 
外来予定は都合により変更する場合がございますのでご了承ください。 
 

                

◎放射線治療の外来日は、月火木金: 馳澤憲二医師です。 ◎リハビリ科外来日は、第 2，4水曜午後: 真野英寿医師です。   
※奇＝奇数週  偶＝偶数週 数字＝診察日第□週  限＝限定 ◎歯科は完全予約制です。 

                
 

月 火 水 木 金 土 
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 

呼吸器ｾﾝﾀｰ 

鹿間裕介(初)  鈴木 隆(初)  医局員(初) 医局員 笠原慶太(初)  北見明彦(初)  医局員(初診) 

笠原慶太(再) 笠原慶太(再) 
石井／西脇
(初診) 笠原慶太(再) 

中神和清(再) 
(2・4) 鈴木 隆(再) 神尾義人(初) 神尾義人(再) 澁谷泰弘(初)   

北見明彦(再) 澁谷泰弘(再) 笠原慶太(再)   鹿間裕介(再) 鹿間裕介(再)  医局員(初)   
植松秀護(初) 石井 源(再) 鹿間裕介(再)   北見明彦(再) 石井/植松(再)  鹿間裕介(再)   

消化器ｾﾝﾀｰ 

    岩下 彰(2)   工藤進英(特診)    
林 武雅(予) 大塚和朗 田中淳一  若村邦彦 若村邦彦 里舘 均 里舘 均 大塚和朗 大塚和朗 医局員 
岩野博俊 岩野博俊 井上晴洋 井上晴洋 和田祥城 和田祥城 良沢昭銘 良沢昭銘 春日井尚 春日井尚  

 出口義雄 医局員 医局員 医局員 遠藤俊吾 垣本哲宏 垣本哲宏 宮地英行 宮地英行 大腸外科外来 
医局員 医局員 工藤進英 小鷹紀子 日高英二 日高英二 医局員 医局員 医局員 医局員 木田裕之 

山村冬彦 山村冬彦  上部内視鏡外来 石田文生 医局員 大越章吾 山村冬彦 遠藤俊吾 【ｽﾄｰﾏ】 伊藤／井上 

心臓血管ｶﾃｰﾃﾙ室 
落合正彦           
磯村直栄  岡部俊孝  小原千明  荒木 浩  斎藤重男  医局員 
星本剛一  荏原誠太郎  山本明和  藤倉寿則  山下賢之介   

循環器ｾﾝﾀｰ 
（先天性心疾患） 

富田 英  上村 茂 富田 英 【ｶﾃｰﾃﾙ治療】 百々秀心(4) 富田 英 富田 英 上村 茂 上村 茂 医局員 

心臓血管外科 
（22-6） 

伊藤篤志 伊藤篤志 【手術日】 【手術日】 伊藤篤志 伊藤篤志 【手術日】 【手術日】 石野幸三 櫻井 茂 伊藤篤志 

メンタルケア(初) 
堀 宏治 
(精神全般 
認知症) 

堀 宏治 
(精神全般 
認知症) 

吉益晴夫 吉益(135) 
富岡(24) 

工藤行夫 
(精神全般 

統合失調症) 

工藤行夫 
(精神全般 

統合失調症) 
秋田 亮 秋田 亮 内田充彦 内田充彦 青木麻梨 

メンタルケア(再)  富岡 大 秋田 亮  堀 宏治 堀 宏治 吉益晴夫 吉益晴夫 工藤行夫  山田英介 
メンタルケア(再)  青木麻梨  押尾朋範  菊池 優 横山佐知子 横山佐知子 笹森大貴   
メンタルケア(再)  石部 穣 医局員  富岡 大  菊地 優 飛田真砂美 堀 宏治 吉益(135)  
内科 13:00-14:00  高橋健(腎)          

内 科(23-2)  成島道昭 
(内科) 

武重由依 
（内科） 

 菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

 武重由依 
(内科) 

   

内 科(23-3) 衣笠えり子 
(内科腎臓) 

福井俊哉 
(記憶認知) 

吉田典世 
(内科)  衣笠えり子 

(内科腎臓) 
衣笠えり子 
(内科腎臓) 

坂下暁子 
(内科血液) 

坂下暁子 
(内科血液)  川崎仁志 

(神経疾患) 土曜初診 

内 科(23-5) 
坂下暁子 
(内科血液) 

坂下暁子 
(内科血液) 

福井俊哉 
(内科神経) 

福井俊哉 
(内科神経) 

三代川章雄 
(内科消化器) 

三代川章雄 
(内科消化器) 

福井俊哉 
(内科神経) 

福井俊哉 
(内科神経) 

福井俊哉 
(内科神経)  

三代川章雄 
(内科消化器) 

内 科(25-1) 金野竜太 
(内科神経) 

山崎貴博 
(内科神経) 

小林功治 
(内科) 

中山文義(腎) 
（2･4･5) 

金野竜太 
(内科神経) 

 松坂貫太郎 
(内科) 

 小林功治 
(内科) 

 荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

内 科(25-2)   
山崎貴博 
(内科神経) 

三沢志保 
(内科) 

伊藤英利 
(内科腎臓) 

小林直人 
（内科）   伊藤英利 

(内科腎臓)  山本泰漢 
（内科消化器) 

内 科(25-3) 
田口 進 

(内科消化器) 
井上 穣 

(糖尿病,内分泌) 
久松 篤 
(内科) 

山本泰漢 
（内科消化器) 

山本真寛 
（内科）  

田口 進 
(内科消化器)  

山本真寛 
(内科)  

渡邉浩之(1.3) 
(内科) 

内 科(25-5) 荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

勝呂俊昭 
(糖尿病) 

小林直人 
（内科） 

荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

辻 正富 
(限定) 

内 科(25-6) 齋藤佑介 
（内科）  勝呂俊昭 

（糖尿病） 
大野恭史 
(内科) 

北原 優 
(内科) 

滝西安隆 
(内科) 

緒方浩顕 
(内科腎臓) 

成島道昭 
(内科) 

滝西安隆 
(内科)  緒方浩顕 

(内科腎臓) 

内 科(25-7) 宮下耕一郎 
（内科）  嶋田 顕 

(内科腫瘍) 
嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

木村 聡 
(内科・感染症) 

女性専門外来 
(予約のみ) 

嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

伊東(1.2.3) 

(内科腫瘍)  大野恭史(2休) 

(内科) 

内 科           臼井一郎(2.4) 
(内科検査) 

小 児 科 梅田 陽 神経外来 梅田 陽 乳児検診 北澤重孝 ｱﾚﾙｷﾞｰ外来 梅田 陽 成育外来 
(135) 北澤重孝 乳児検診 三輪(135) 

本多（24） 

小 児 科 大戸秀恭 予防接種 澤田まどか ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ外来 大戸秀恭 腎臓外来 
辻(1.3) 澤田まどか 心臓外来 三輪善之 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ外来 澤田(135) 

西岡(24) 

小 児 科 北澤重孝 腎臓外来 
谷口 本多貴実子 血液内科(4) 

心理相談 本多貴実子 心理相談 井上真理 口腔発達(2,4) 大戸秀恭  大戸(135) 
上松(2) 

小 児 外 科  鈴木 明  大橋祐介  鈴木孝明 心理相談 大橋祐介   鈴木(135) 
大橋(24) 

皮膚科（初 16-3） 杉山美紀子  宋 寅傑  齋藤美穂  杉山美紀子  宋 寅傑  医局員 
皮膚科（再 16-1） 宋 寅傑        鈴鹿永里加   
皮膚科（再 16-2①） 齋藤美穂 【手術日】 齋藤美穂 【手術日】 島田洋子 【手術日】 島田洋子 【手術日】 齋藤美穂 【手術日】 医局員 
皮膚科（再 16-2②）   杉山美紀子  鈴鹿永里加  鈴鹿永里加  杉山美紀子   

外 科 
中村明央 
(第 3 以外) 中村明央   新井一成  新井一成 

井関雅一(24) 
岩波正英(3) 中村明央 

岩波正英 
(第 2,4) 

中村(135) 
新井(24 予) 

外 科 
林隆広 

（予約のみ）  福成信博  山崎智巳 
兼坂 茂 

(予約のみ)   
福成信博 
(1.2.3.5)  

椛澤由博(13) 
山崎智巳(24) 

外 科 福成(124初限)          林隆広(135) 
形成外科 大塚尚治 ﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ 【手術日】    【手術日】  大塚尚治  大塚尚治（13） 

緩和ケア(麻酔科)  岡本健一郎 
(事前予約制) 

   岡本健一郎 
(事前予約制) 

   岡本健一郎 
(事前予約制) 

 

脳神経外科 
（初再診） 

 小林信介 
(24 のみ) 

池田尚人 
(予約のみ) 

【手術日】  退院後外来     医局員 

脳神経外科 池田尚人 
池田尚人 

(診断書外来) 
外傷・紹介のみ 

(初) 【手術日】 池田尚人 池田尚人 松本浩明 松本浩明 
池田尚人 

（予約のみ） 医局員 
池田 1 松本 23 

田中 45 

整形外科 医局員 逸見範幸 医局員(初) 川崎恵吉 医局員(初) 中村正則 医局員(初) 三雲 仁 医局員(初) 尾又弘晃 医局員 

整形外科  装具診 
予約のみ 三雲 仁 前田昭彦

(1,3,5) 逸見範幸 装具診 
（予約のみ） 三雲 仁 古梶(2.4) 逸見範幸 骨粗鬆症外来 

(2.4) 医局員 

整形外科 前田昭彦  西山嘉信(予) ﾘｳﾏﾁ診 尾又弘晃  中村正則  前川勝彦   
整形外科 川崎恵吉  大下優介  筒井完明  川崎恵吉  大下優介   
産婦人科  

初診(12-7) 
佐々木／ 
新城／三村  高橋 諄  高橋 諄  小塚／安藤   

(大森)(荒川)  小川公一  医局員 

産婦人科  
産科Ⅰ(12-1) 大森明澄  小川公一  佐々木康  三村貴志  安藤直子   

産婦人科  
産科Ⅱ(12-6) 荒川 香    新城 梓  飯田 玲   特殊診 

（予約のみ）  

産婦人科  
婦人科Ⅰ(12-8) 小川公一  佐々木康 特殊診 

（予約のみ） 荒川 香  高橋 諄  新城 梓 特殊診 
（予約のみ） 医局員 

産婦人科  
婦人科Ⅱ(12-6)   安藤直子      大森明澄 （婦Ⅲ） 

三村貴志  

泌尿器科 
（初診 11-1） 永田将一  初診輪番 丸山邦隆 

(予約のみ) 斉藤克幸 医局員 
（予約のみ） 井上克己 菅原基子 

（予約のみ） 
島田 誠  医局員 

(初再診) 
泌尿器科 

（再診 11-3） 島田 誠 島田(女性外来 
（予約のみ） 齋藤克幸  井上克己  永田将一  椎木一彦   

泌尿器科 
（検査 11-5）  青木(女性外来 

（第 2）(予)          

眼 科 長谷川裕基   特殊診 
(長谷川) 

藤澤邦見  藤澤邦見 特殊診 
（藤澤）(2 休) 

井上浩太  医局員 

眼 科 南 雅之  南 雅之 特殊診(南) 井上浩太  井上浩太 特殊診(井上) 南 雅之 特殊診(南) 医局員 

眼 科 嶋田摂也 特殊診(嶋田) 長谷川裕基  長谷川裕基  嶋田摂也 特殊診(嶋田) 嶋田摂也   

耳鼻咽喉科 13-1 門倉義幸(初) 腫瘍甲状腺（予） 山田良宣(初)  医局員(初)  篠 美紀(初) 櫛橋幸民(再) 医局員(初)  医局員(初) 

耳鼻咽喉科 13-2 山田良宣(再)  許芳行(再)    門倉義幸(再) 門倉義幸 
135 予約のみ    

耳鼻咽喉科 13-3① 篠美紀(再)   滝口修平(再)        
耳鼻咽喉科 

13-3②      補聴器外来Ｋ 
（予約のみ）  補聴器外来Ｎ 

（予約のみ）    

歯科 
渡辺(初診) 渡辺(初診) 丸岡/田代/木下 佐野(再診) 渡辺(初診) 渡辺(初診) 渡辺(再診) 渡辺(再診) 渡辺(初診) 渡辺(初診) 渡辺(初診) 
永山(再診) 永山(再診) 永山(再診) 永山(再診) 医局員 医局員 永山(再診) 永山(再診) 永山(再診) 永山(再診) 永山(再診) 

 

日々患者さまより頂きましたご意見･ご要望に関しましては、関連する部署の責任者に報告しております。改善すべき点

や取り入れたほうが良いことなど、出来る限り対応したいと考えております。ご意見の中で、早急に対応が必要なもの、

多くの方が希望していることを優先して対応させて頂きたいと考えており、その他のご意見についても順次対応させて頂

きます。 

前回に引き続き、今までのご意見の中で多くいただいたものや最近多くいただくご意見･ご要望を中心に改善策を掲載さ

せて頂きました。掲載されていない内容についても対応しておりますのでご了承ください。 

今後もお気付きの点やご要望をお聞かせくださいますようお願い申し上げます。 

ご意見・ご要望 改善等 

エレベーターがなかなか来

ないので止めている１機を

動かしてほしい。 

ご迷惑をお掛け致しまして申し訳ございません。 

停止している１機のエレベーターを７月４日より平日９時から１７時の時間帯に限り稼働

を再開いたします。東日本大震災により今夏は大幅な電力不足が予想されております。当院

では患者様用のエレベーターだけでなく職員用エレベーターも一部停止し、病院全体で節電

対策に取り組んでおります。今後は計画停電等の状況に応じて検討して参ります。 

ご不便をお掛け致しますがご理解とご協力をお願いいたします。 

 

2010 年 5月統計データ( )内は 1 日平均 
              診療実日数 ５月（入院：31 日・外来：23 日) 

 外来患者数 入院患者数 救急搬送数 手術件数 

5 月 30,462 人(1,324.4 人) 16,582 人(534.9 人) 310 件(10.0 件) 557 件(29.3 件) 
  

  


